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カ
ラ
ス
や
猫
な
ど
に
集
積
所
を
荒
ら
さ
れ
る
こ
と

に
、
長
年
悩
ま
さ
れ
て
き
た
清
水
沼
町
内
会
。
そ
こ

で
推
進
員
の
皆
さ
ん
は
、
そ
れ
ぞ
れ
が
持
つ
得
意
分

野
を
生
か
し
た
り
、
み
ん
な
で
協
力
し
合
っ
た
り
し

て
、
少
し
ず
つ
改
善
を
図
っ
て
き
ま
し
た
。

　

ま
ず
最
初
に
取
り
組
ん
だ
こ
と
は
「
集
積
所
の
改

修
」
で
す
。
環
境
事
業
所
に
相
談
し
な
が
ら
、
力
仕

事
が
得
意
な
男
性
陣
で
鳥
獣
対
策
用
の
ネ
ッ
ト
を
集

積
所
に
取
り
付
け
た
ほ
か
、
カ
ラ
ス
の
被
害
が
大
き

い
場
所
に
は
カ
ラ
ス
の
模
型
も
つ
る
し
た
そ
う
で
す
。

　

次
に
取
り
組
ん
だ
こ
と
は
「
ポ
ス
タ
ー
の
掲
示
」
。

出
す
方
の
マ
ナ
ー
が
悪
い

と
集
積
所
改
修
も
実
を
結

ば
な
い
と
の
思
い
か
ら
で

し
た
。
「
市
主
催
の
研
修

会
に
参
加
し
た
り
、
他
の

地
域
に
掲
示
さ
れ
た
ポ
ス

タ
ー
を
参
考
に
し
た
り
し

ま
し
た
」
と
話
す
の
は
、

ポ
ス
タ
ー
作
成
を
担
当
し

た
高
橋
喜
美
子
さ
ん
。
「
地

域
の
方
の
目
に
留
ま
る
よ
う

に
、
イ
ラ
ス
ト
を
入
れ
た
り
、

文
字
の
大
き
さ
・
使
う
色
な

ど
に
も
注
意
を
払
い
ま
し

た
」
と
振
り
返
り
ま
す
。

　

ま
た
、
昨
年
５
月
に
は
、

み
ん
な
で
話
し
合
っ
て
、
環

境
事
業
所
職
員
が
ご
み
や
資
源
物
の
出
し
方
を
説
明

す
る
「
出
前
講
座
」
を
初
め
て
利
用
。
子
供
会
の
集

団
資
源
回
収
に
合
わ
せ
て
実
施
す
る
こ
と
で
、
多
く

の
子
供
た
ち
に
排
出
ル
ー
ル
を
学
ん
で
も
ら
う
こ
と

も
で
き
ま
し
た
。
今
年
は
、
大
人
の
方
を
タ
ー
ゲ
ッ

ト
に
し
た
出
前
講
座
を
計
画
中
だ
そ
う
で
す
。

　

櫻
井
英
男
さ
ん
は
、
「
ご
み
問
題
は
一
筋
縄
で
解

決
で
き
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
だ
い
ぶ
改
善

さ
れ
て
き
ま
し
た
。
町
内
の
環
境
整
備
が
行
き
届
く

こ
と
は
、
防
犯
に
も
役
立
つ
と
思
い
ま
す
。
今
後
も
、

町
内
会
長
や
地
域
の

方
の
理
解
と
協
力
も

得
な
が
ら
、
み
ん
な

で
住
み
よ
い
街
を
つ

く
っ
て
い
き
た
い
で

す
」
と
抱
負
を
語
っ

て
く
れ
ま
し
た
。

●　編集・発行　仙台市環境局廃棄物管理課

●　電　　　話　２１４－８２２７

こんにちは推進員さん  

リサイクル施設見学会を開催しました 

メビウスちゃんの豆知識

仙台市環境局からのお知らせ 

１Ｐ

２Ｐ

２Ｐ

３～４Ｐ

仙台市リサイクル

シンボルマーク

「メビウスちゃん」
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こ
ん
に
ち
は
推
進
員
さ
ん

推
進
員
同
士
の
役
割
分
担
と
協
力
体
制

で
、
効
果
的
な
鳥
獣
対
策

【
宮
城
野
区
】
清
水
沼
町
内
会

この通信もリサイクルできます。「雑がみ」として分別しましょう。

環境事業所の電話番号

青葉環境事業所　２７７－５３００

宮城野環境事業所２３６－５３００

若林環境事業所　２８９－２０５１

太白環境事業所　２４８－５３００

泉環境事業所　　７７３－５３００

　

　昨年10月から11月までの２カ月間、「生ご

みの減量」と「容器包装の削減」に重点を置い

て、「ごみ減量キャンペーン」を実施しました。 

　生ごみ減量のポイントやマイバック持参、簡

易包装への協力などについて、ポスターや「リ

ビング仙台」などのフリーペーパー、市のごみ

減量・リサイクル総合サイト「ワケルネット」

で情報を発信したほか、市内のスーパーや小売

店、区民まつりや市民センターまつりなどで市

民の方に呼び掛けました。

　また、推進員やメイトの皆さまにも、各地域

での家庭ごみの適正排出や減量に向けて、集積

所などへのポスター掲出にご協力いただいたほ

か、ごみ集積所排出実態調査に取り組んでいた

だきました。

　こうした取り組みの結果、期間中の家庭ごみ

排出量は、昨年同月と比べて約1,300トン減少

し、効果が目に見える形で現れました。キャン

ペーン期間は終了しましたが、引き続き、地域

でのごみ減量・リサイクルの推進にご協力をお

願いします。

４月～９月 10月～11月

平成25年度 101,839トン 32,432トン

平成24年度

増　減

（１カ月当たり）

102,554トン

　 △715トン   

33,781トン

△1,349トン

■家庭ごみ排出量の比較

（△119トン） （△675トン）

（問）ごみ減量推進課２１４－８２３０

　市では、「発災から３年以内に処理完了」と

いう目標を掲げ、市民の皆さまのご理解とご協

力をいただきながら、震災廃棄物処理事業を実

施してきました。

震災廃棄物処理事業が完了の見通し

■震災廃棄物等の処理量等（暫定値）

処理量※

リサイクル率

震災廃棄物 津波堆積物 合計

136万トン 134万トン 270万トン

70％ 90％ 80％

※石巻ブロックから受け入れたがれき５万トンを除きます

　昨年12月末に震災廃棄物と津波堆積物の処

理が完了し、今月には震災廃棄物搬入場（宮城

野区蒲生・若林区荒浜・若林区井土の3カ所、

約100ヘクタール）を原状に復する予定です。

　今後、搬入場用地は、用地内に一時保管して

いる津波堆積物・コンクリートがらなどの資材

を、東部沿岸地区の復旧・復興事業（防災林・

海岸公園・かさ上げ道路）に有効活用しながら、

再生される予定です。

◆
ス
プ
レ
ー
缶
や
カ
セ
ッ
ト
ボ
ン
ベ

は
中
身
を
完
全
に
使
い
切
り
、穴
を

開
け
て
出
し
て
く
だ
さ
い

　

集
積
所
に
出
さ
れ
た
ス
プ
レ
ー
缶
や

カ
セ
ッ
ト
ボ
ン
ベ
に
残
っ
た
ガ
ス
が
原

因
と
考
え
ら
れ
る
、
ご
み
収
集
車
や
焼

却
施
設
の
火
災
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ス
プ
レ
ー
缶
や
カ
セ
ッ
ト
ボ
ン
ベ
は
、

中
身
を
完
全
に
使
い
切
り
、
穴
を
開
け

て
か
ら
出
し
ま
し
ょ
う
。

　

な
お
、
ガ
ス
を
抜
く
際
や
穴
を
開
け

る
際
は
、
屋
外
の
火
の
気
の
な
い
、
風

通
し
の
よ
い
所
で
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

（
問
）
ご
み
減
量
推
進
課
２
１
４
・
８

２
２
９

▲子供たちが楽しみながら排出

ルールを学んだ出前講座

ごみ減量キャンペーンを実施しました
ご協力ありがとうございました

（問）震災廃棄物対策室２１４－８６７９

カ ラ ス の 模 型

（上）とポスター。

カラスの模型は

手作りのもの
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れ
を
除
去
す
る
た
め
に
大
量
の
水
が
必

要
に
な
る
こ
と
な
ど
、
普
段
は
な
か
な

か
聴
く
機
会
の
な
い
話
に
、
参
加
者
は

真
剣
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
異
物
を
取
り
除
く
工
程
を

見
学
し
ま
し
た
。
除
か
れ
た
異
物
に
は
、

電
話
機
や
時
計
、
半
分
以
上
が
残
っ
た

ま
ま
の
マ
ヨ
ネ
ー
ズ
、
食
べ
残
し
の
野

菜
ま
で
あ
っ
て
、
こ
れ
に
は
参
加
者
も

驚
き
を
隠
せ
な
い
よ
う
で
し
た
。

　

昨
年
10
月
か
ら
11
月
に
か
け
て
リ
サ

イ
ク
ル
施
設
見
学
会
（
全
10
回
）
を
開

催
し
、
合
わ
せ
て
２
４
４
人
の
推
進
員

の
皆
さ
ん
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

見
学
先
は
、
現
在
、
市
内
で
収
集
さ

れ
た
全
て
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包

装
が
搬
入
さ
れ
て
い
る
「
新
港
リ
サ
イ

ク
ル
㈱
」
で
す
。
こ
の
施
設
で
は
、
選

別
・
溶
融
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
工
程
を

経
て
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
が

パ
レ
ッ
ト
（
運
搬
用
資
材
）
に
生
ま
れ

変
わ
っ
て
い
ま
す
。

　

初
め
に
参
加
者
は
、
施
設
職
員
か
ら
、

資
源
化
さ
れ
る
ま
で
の
一
連
の
工
程
に

つ
い
て
説
明
を
受
け
ま
し
た
。
素
材
に

よ
る
重
さ

の
違
い
を

利
用
し
て

必
要
な
原

料
を
取
り

出
す
仕
組

み
や
、
汚

仙
台
市
環
境
局

か
ら
の
お
知
ら
せ
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リ
サ
イ
ク
ル
施
設
見
学
会
を

開
催
し
ま
し
た

●
変
更
後
の
指
定
引
取
場
所
＝
東
北
ト

ラ
ッ
ク
㈱
宮
城
野
取
扱
所
（
宮
城
野
区

苦
竹
４—

３—

１
（
電
話
）
２
３
１
・

７
５
６
７
）　

●
受
付
日
時
＝
月
～
土

曜
日
（
祝
休
日
、
年
末
年
始
な
ど
を
除

く
。
詳
し
く
は
指
定
引
取
場
所
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
）
午
前
９
時
～
正

午
、
午
後
１
時
～
５
時　

●
持
込
方
法

に
つ
い
て
は
変
更
あ
り
ま
せ
ん

（
問
）
廃
棄
物
管
理
課
２
１
４
・
８
２

２
７

　町内会役員の改選や転居等の

事情で、推進員・メイトの委嘱

を受けている方が交代や退任を

する場合は、「（追加・変更）

推薦書及び退任届」に記入し、

町内会長（自治会等代表者）が

捺印の上、お住まいの区の環境

事業所に提出してください。

　「（追加・変更）推薦書及び退任届」の様式は、

委嘱時に配布したしました「活動の手引き」（48～

51貢を複写し、使用してください）に掲載している

ほか、市ホームページ（申請書・届出書ダウンロー

ド＞分野別で探す＞ごみ）からも取り出せます。

※推薦や退任は随時受け付けていますが、毎月25日

までに受け付けた分を翌月１日付で委嘱いたします

（問）お住まいの区の環境事業所

推進員・メイトに変更がある時は

「推薦書及び退任届」を提出してください

「平成26年度版リーフレット」を全戸配布します
「保存版」は引き続きご活用を！

　「資源とごみの分け方・出し方」の「平成

26年度版リーフレット」（Ａ３版）を、３月

に全世帯に戸別配布（ポスティング）します。

ワケルくんが表紙に描かれた冊子「保存版」は、

平成24年度以降に配布したものを引き続きご

活用いただくよう、地域の方への周知にご協力

をお願いします。

　なお、保存版を紛失・破損した場合などは、

各区役所総合案内窓口などで配布しているほか、

市ホームページでもご覧いただけます。また、

町内会などでまとめて必要な場合には、環境事

業所や廃棄物管理課からお配りいたしますので、

ご連絡ください。

（問）お住まいの区の環境事業所または廃棄物

管理課２１４－８２２７

▲平成26年度版リーフレット（左）と保存版。リー

フレットには、家庭ごみ・プラスチック製容器包装等

の品目ごとに、基本的な分け方と出し方を簡単にまと

めて記載しているほか、お住まいの地域の収集曜日を

記入できるスペースなどもあります。台所などに貼っ

て、ご家庭のごみ出し作業にお役立てください

メビウスちゃんの豆知識

　「プラスチック製容器包装」はリサイ

クルの対象で、バケツなどの「プラス

チック製の製品」が対象外なのはなぜ？

Ｑ

　

ま
た
、
異
物
以
外
に
参
加
者
の
目
に

留
ま
っ
た
の
が
、
内
袋
と
し
て
使
わ
れ

た
口
が
結
ば
れ
た
ま
ま
の
レ
ジ
袋
。
作

業
員
は
「
こ
れ
は
機
械
で
破
く
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
。
一
つ
一
つ
手
で
破
く
必

要
が
あ
る
の
で
、
内
袋
の
口
は
結
ば
な

い
で
く
だ
さ
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

最
後
に
見
学
し
た
の
は
、
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
の
原
料
を
パ
レ
ッ
ト
の
型
に
流

し
込
み
、
成
形
す
る
工
程
で
す
。
パ

レ
ッ
ト
の
原
料
の
99
％
以
上
が
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
だ
そ
う
で
、
参
加

者
は
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
が

「
ご
み
」
で
は
な
く
「
資
源
」
で
あ
る

こ
と
を
実
感
し
た
様
子
で
し
た
。

　

で
き
る
だ
け
汚
れ
を
落
と
す
、
き
ち

ん
と
分
別
す
る
な
ど
、
私
た
ち
一
人
一

人
の
普
段
の
取
り
組
み
が
、
資
源
化
の

手
間
と
費
用
の
削
減
に
つ
な
が
る
こ
と

を
再
認
識
し
た
見
学
会
と
な
り
ま
し
た
。

　リサイクルには費用がかかるけど、その費用を負担す

る仕組みが、法律で整っているかどうかが違うからだよ。

　プラスチック製容器包装は、「容器包装リサイクル

法」という法律で、製造・販売事業者にリサイクル費用

の負担を義務付けていて、仙台市では、この法律の枠組

みでリサイクルしているんだ。

　一方、「容器」でも「包装」でもないプラスチック製

の製品は、この法律の対象外だし、別の法律で費用負担

の仕組みがあるわけでもないから、残念なんだけどリサ

イクルができないんだよ。

　最後に、プラスチック製容器包装の見

分け方のおさらい。目印は「プラマー

ク」（左図）。このマークをチェックし

て、これからも分別をよろしくね！

Ａ

◆
家
電
４
品
目
の
指
定
引
取
場
所

が
変
わ
り
ま
し
た

　

２
月
か
ら
、
家
電
４
品
目
（
エ
ア
コ

ン
、
テ
レ
ビ
、
冷
蔵
庫
・
冷
凍
庫
、
洗

濯
機
・
衣
類
乾
燥
機
）
を
自
分
で
持
ち

込
む
際
の
指
定
引
取
場
所
（
市
内
２
カ

所
）
の
う
ち
、
仙
台
日
通
運
輸
㈱
が
東

北
ト
ラ
ッ
ク
㈱
に
変
わ
り
ま
し
た
。

▲参加者は、時折出される問題に

答えながら説明を聞きました

▼パレットの最後の仕上げも手

作業。作業員は「パレットが熱い

うちにしなければならないこの作

業は、夏場は大変」と話します

▲機械で指定袋を破いて中身を

ベルトコンベアに出した後、作業員

が手作業で異物を取り除きます

▲活動の手引き

▲プラマーク


